
1年目中小企業診断士
の意識・実態調査

診断士1年目の会

調査期間:2024年12月11日～2025年1月12日

（n= 93）



参加者属性

50代：35％

40代：26％

30代：23％

60代以上：

14％

20代：2％

年齢 性別

男性：92.5％

女性：7.5％

n = 93 n = 93



診断士区分

企業内診断士が約7割。企業内診断士のうち約6割が独立を志望。

n = 93

企業内診断士

67％

独立開業している

28％

その他：5％

n = 66

時期は決まっていないが
独立の希望はある

45%

独立を希望しないが副
業は行いたい（行なっ

ている）

38%

時期を決めて独立
の計画を立てている

17%



診断士活動について困っていること（複数回答）

「自分のどのような強み」を軸に「活動領域」を定め、

「どのうようにして仕事を獲得するか」が不安な人が多い。

その他

特になし

診断士仲間の作り方が分からない

資格をどのように活かせばよいか分からない

キャリアの方向性が分からない

診断士として自分の強みが分からない

自分が診断士としてどのように活躍できるか分からない

仕事の得方が分からない 57%

54%

33%



仕事を獲得した方法（複数回答）

今のところ獲得できていない

その他

SNS

診断士受験校からの紹介

他士業からの紹介

前の会社・ネットワークからの紹介

公的機関・他に登録して獲得

診断士協会経由の仕事情報に応募

セールスで独自開拓

先輩診断士からの紹介

半数が仕事を獲得している。最も多いのは先輩診断士からの紹介。

逆に半数はまだ仕事を獲得してない。

20%

50%



この1年で取り組んだ診断士活動（複数回答）

今のところ何も取り組んでいない

その他

商店街・団体等のコンサルテーション

講演

企業内で資格を活かした業務に従事

受験指導

執筆

各区・市の診断士会への入会

企業のコンサルテーション

支部の部への参加

研究会への入会・参加 60％

35%

30%

研究会へ入会・参加した人が最も多く、自身のスキルアップやインプットに注力してい
る人が多い。



今後取り組みたい診断士活動（複数回答）

企業のコンサルテーションが約9割。理想（今後）と現実（この1年）のギャップが
大きいのはコンサルティング・講演等の活動。

今のところ何も考えていない

その他

企業内で資格を活かした業務

講演

商店街・団体等のコンサルテーション

支部の部への参加

執筆

研究会への参加

企業のコンサルテーション 85％（GAP：▲55%）

47％

36％

32％（GAP：▲28%）

33％

29％（GAP：▲19%）



今日の活動を通じて
あなたの強み、活動領域、仕事獲得のヒントは

見つかりましたか？

今日が皆様の今後の活動の糧に少しでもなれば
嬉しいです！

アンケートへのご協力ありがとうございました。
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